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目的 
 当薬局では患者さんの待ち時間に対するクレームが
多く、少なからず調剤上のミスも見受けられた。 
 そのため、調剤業務を効率良く行い、調剤過誤をなく
す目的で、Ｈ２５年4月からピッキングシステム、MDM
を導入した。 
 導入したシステムの準備や手順、日常の業務での活
用方法を報告する。 
 



ピッキングシステムとは 
棚から薬剤を取り出す際、思い込みや規格間違いによ
る過誤防止のため、薬剤ごとに棚番をバーコードで管
理するシステムである。 

◆登録薬品マスターの整理 
◆ピッキング薬品の棚に番号(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ）を割り振る 
◆薬品リストの必要データの収集 
◆職員にバーコード（ID）を割り振る 

ピッキング稼働までの準備 



ピッキングの流れ 

処方入力 
調剤者のID 

読み取り 
薬袋バーコードの

読み取り 

各薬剤の 

バーコードの 

読み取り 

全部終了で 

コンプリート！ 



調剤者のＩＤ読み取り 薬袋バーコードの読み取り 



ｉｐｏｄに表示される画面    
薬品棚の 
バーコードの読み取り 



月平均で薬剤約12792個を薬局でピッキング。 
 
NG件数が月平均約359件。 
 
NG率は2.73％くらいとなっている。 
 
NGの例：ピッキングする薬剤を間違える。 
     

１年間のピッキングの結果 





一包化監査支援装置（MDM）とは 
 MDMとは錠剤一包化の監査を機械で行う 
  システム及びコンピューターのことである。 

MDM稼働までの準備 
薬品を判別できるようにするため、下記を登録する。 
       ・薬品の名称 
       ・薬品コード 
       ・薬品の画像      
      
 



MDMの薬品登録画面 

取り込んだ
画像 

取り込み 
画面 

表・裏・側面など撮影し                        
４パターン登録必要 



MDMの流れ 

一包化調剤 
MDMに 

一包化薬を通す 
画像を取り込み
エラー判定 

監査用紙を確認
し監査 渡薬 



MDMの外観 

一包化
出口 

カメラ 
撮影部 

一包化 
投入口 

監査レポート 
プリンター 

①一包化薬をMDMに通す 

 

エラー正常の結果が画面上部に表示される。 

②カメラ部分で画像を 

 取り込み、一包化内 

薬剤のエラー判定を行う。 

③結果は紙に印刷される 





MDMの1か月の稼動実績 
集計期間 

2015年7月1日 
  ～ 7月31日 

一包化包数 111709 

分包数/日 4296 

1時間辺りの最大分包数 2161 

処方数（一包化指示あり）/日 116 

MDM監査包数 105433 

アラーム全体 4.47％ 

この包数の差は 
・未登録薬品 
・機械エラー 
等によりMDMを利用で
きなかったためである。 



MDC 
 MDMと連動しており、取り込んだ一包化薬剤をデータ化して  

管理するコンピュータである。 
 
 一包化にバーコードが割り振られており、そのバーコードに  

ロケーションIDというものが登録されている。 
 
 ロケーションIDをMDCで検索することにより、MDMで過去に取り

込んだ一包化データを呼び出すことが可能である。 
 
 一包ごとに閲覧でき、画像の取り込みもしているので画像を見

て薬が入っているかも確認可能。 



MDCの画面 



MDC画像画面 



       結果・考察 
導入にあたり手間とコストがかかったが別物  
調剤は大幅に減少した。 
計数ミス、入力ミスについては、システムを導
入しても減らすことはできなかった。 
機械の動作エラーへの対応も必要となってき
た。 
待ち時間の削減にも至ってないため、今後も
このシステムを活用しながら業務改善を図っ
ていきたい。 
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